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抗生物質cefchdinの 産婦人科疾患への応用

舘野政也

富山県立中央病院 産婦人科*

1)9例 の 産 婦 人科 領 域 感 染 症 にcefclidin(CFCL)を 使 用 した 成 績 は 著 効1例,有 効6例,

無 効2例 で あ っ た。

2)細 菌 学 的 に はEscherichia coli, Staphylococcus aureus, Enterococcus faecalis, Coagulase-

negative StaPhylococciな ど グ ラ ム 陰 性菌,陽 性 菌 に 対 して も菌 の 消 失 が 認 め られ,有 効 で あ っ

た 。

3)9例 中2例 にGOT・GPT・Al-Pお よ びLDHの 軽 度 の 上 昇 が 認 め られ た が,CFCLに よ る

もの か ど うか は 不 明 で あ っ た 。 薬 剤 の 投 与 を 中 止 す る よ う な上 昇 で は な か っ た 。

4)副 作 用 は 全 例 に 認 め られ な か っ た。
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産 婦人科領 域感 染症 の中 で外性 器,膣 お よび子宮 内

感染症 の場合 に は検 体 の採取 が容 易 で,起 炎 菌の証 明

は簡 単 であ る場合 が 多い。 これ に反 し,卵 管 炎や骨盤

内の 炎症 では起炎菌 の証 明は極 めて 困難 な場合 が 多い。

したが って産 婦 人科 感 染症 ではfirst choiceの 抗 生物

質 としては広 範囲 な抗菌 スペ ク トルの ものが要 求 され

る。

今 回我々 は グラム陽性菌 お よび陰性菌 に対 して広範

囲 な抗菌 スペ ク トル を有 し,殺 菌 的 に作 用す る とされ

る3位 お よび7位 側 鎖 にそれ ぞれ4-carbamoylquinu-

clidine基 お よび5-amino-1,2,4-thiadiazol ylmethox-

yimino基 を導 入 した新 規 な半 合 成 の注 射用 セ フ ァロ

ス ポ リン剤 であ るcefclidin(CFCL)を 産婦 人科 領域 感

染 症 に対 して応用す る機会 を得,満 足すべ き成績 を得

たの で以 下報告 す る。

本剤 に よる治療対 象 と した症例 は9例 で,そ の内訳

は子宮 内膜炎2例,産 褥 熱1例,産 褥 子宮 内感染2例,

子 宮留膿腫2例,骨 盤 内感染1例 お よび子 宮考結合 織

炎1例 であ る。

本剤 の投 与方法 は1日2回,1回1gを 点 滴静 注 し,投

与期 間は5日 か ら8日 であ るが9例 中6例 は7日 間で

あ った。投与 前後 に 白血球,CRP,赤 沈 などの炎症 マ

ー カー を測 定 し
,ま た可及的 に菌の検 出につ とめ,子

宮 内 よ り培養 した。 また臨床検査 値 の変化や 副作用 に

つ いて も検討 を加 えた。

治療 成績 はTable 1の如 くであ る。9例 の 中で臨床 症

状 お よび細菌 学的効 果 が著 明 に認め られた症例 はNo.

3の1例,細 菌 学 的に は改善 したが臨 床症 状 が い ま1

つ,あ るいは臨床症 状 の改善 が見 られつ つ も細菌学的

には改善 しなか った有効例 が6例,臨 床 症状 お よび細

菌 学的 な改善 の見 られ なか った いわゆ る無効例 は2例

であ った。一 方,副 作用 は全例 に 認め られ なか った。

また臨床検 査値 の投 与前 後の値 をTable 2に示 した。

GOT・GPT・Al-pの 軽度 上昇(症 例2),LDHの 上昇(症

例5)が 認め られた が,こ れ ら2例 も正 常値 の上 限の値

を示す程 度 であ り,特 に 問題 となる症例 は認め られ な

か った。

次に有効,著 効 を示 した4例 につ いて症 例毎 に述べ

る。 症例3はFig.1の 如 くで子宮 内感染(産 褥)の 症例

で38℃ 以上 の発 熱,白 血球数18,000,CRP 6+,赤 沈

値 は1時 間115mmで 下腹部 に圧 痛が 認め られ,子 宮内

培養 でE.faecalis, Peptostreptococcus mgnusが 認 め ら

れ た。本剤1日2gの 使用 で解 熱 し,臨 床検 査値 も著明

に 改善 され,使 用後 の子宮 内培養 では菌 は証明 されず,

臨床 的お よび細菌 学 的効果 も著 明に認 め られ,著 効 と

判 断 した。

症例5は 産 褥 子 宮 内感 染 でFig.2の 如 く38℃ 前 後 の発

熱が あ り,白 血球9,700,CRP 12.5,1時 間赤 沈132

mmで あ り,子 宮内培養 では菌 の証 明 は 困難 であ った

がCFCLの 使 用 に よ り臨床 症状 は改善 され,白 血球 数

も6,000と 減 少 し た が 投 与 後 の 子 宮 内 培 養 で はsta-

phylococcus haemolyticusが 証 明 された。一 応有効 と判

定 した。

症 例7はFig.3の 如 く子 宮 留膿 腫 の 症例 で39℃ の発 熱

*〒930富 山 市 西 長 江2-2-78
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Table 1. Clinical effects of cefclidin treatment

C. N. S.: coagulase negative Staphylococci

が あ り,白 血球 は10,900,CRP1+,下 腹痛,圧 痛 な

どが認 め られ,子 宮 内容 の培養 で はE.faecalis,papto-

Stnptococcus retradiusが 証 明 され たが,CFCLの 使用

によ り臨床症状,白 血 球数,CRPな どは著 明に改 善 さ

れ たが,投 与終 了後 の子宮 内容 培養 ではE.faecalisの 消

失はみ られ なか った。症例9はFig.4の 如 く子宮労 結合

織炎 の患者 で38.5℃ の発熱 が あ り,下 腹痛,圧 痛 が認

め られたが,CFCLの 使 用 に よ り著 明に改善 された。

産婦 人科領 域 で取 り扱 う感染 症 は尿 路感 染症 をは じ

め と して極 め て多 く,し か も骨 盤腹 膜炎や 付属器 炎 な

どの場 合 にはDouglas窩 穿刺 な どで 穿刺 液 の採取 可 能

な場 合 は別 と して,卵 管留 膿腫 な どの場 合 に はDoug-

las窩 に種 々の 臓器 が癒 着 してConglomerate様 に一 塊

とな ってお り穿刺 自体 が か えって 危険 な場合 が 多 く,

回復 しな い限 り起 炎菌 の証 明 は 困難 な場 合 が 多い。 起

炎菌 の証 明 され る感 染 症 で はEcoliが 分 離 され る場 合

が 多い が,最 近 はS.aureusを 中心 とす るグ ラム 陽性 菌

が起 炎菌 とな って い る場合 も増加 しつ つ あ り,し たが

ってfirst choiceと して の抗 生 物 質 の使 用 は 第1あ る

い は第2世 代 セフ ェム剤 で抗菌 スペ ク トルの広 い もの

を選 ぶべ きで あろ う1,2)。従 来 の第3世 代 セ フェム剤 の

抗生 物質 は この 点,グ ラム陽性 菌 に対 す る感受 性 は極
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Table 2. Laboratory findings before and after cefclidin treatment

B: Before, A:  After

Fig. 1. Case No.3 24Y puerperal fever
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Fig. 2. Case No.5 28Y intrauterine infection

Fig. 3. Case No.7 27Y pyometra
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Cefclidin lg •~2/day

C.N.S.: coagulase negative staphylococci

Fig. 4. Case No.9 43Y parametritis

めて低 く,first choiceと しての使 用 は不適 当で ある と

考 える。

しか し,今 回使用 したCFCLは グラム陰性菌,陽 性菌

ともに強 い抗 菌力 を有 し3),産 婦 人科領 域 に用 い る抗

生 物質 としては適 当な薬剤 で ある とい うこ とがで き よ

う。

我々が今 回,臨 床 応用 したCFCLは9例 とい う少数

ではあ るが,臨 床的 に も細菌 学的 に も有効 であ った症

例 が 多 く,し か も臨床検 査値 の変化 も取 り上 げ るに 足

らず,副 作 用 もな く,極 め て有用 な薬剤 であ る と考 え

られた。今 後,産 婦 人科 領域 感染症 への 応用が期待 さ

れ る。
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CEFCLIDIN IN OBSTETRIC AND GYNECOLOGICAL DISEASE

Masaya Tateno
Department of Obstetrics and Gynecology, Toyama Prefectural Central Hospital

2-2-78 Nishinagae, Toyama 930, Japan

We carried out clinical studies on cefclidin (CFCL) with the following results.
1. CFCL was administered to 9 patients with obstetric and gynecological infections . Clinical
response was excellent in 1, good in 6 and poor in 2 cases.

2. Bacteriologically, Gram-positive and -negative bacteria Escherichia coli, Staphylococcus aureus ,
Enterococcus faecalis, Coagulase-negative staphylococci etc. were eradicated.

3. Abnormal laboratory findings were noted in two cases of mild elevation of hepatic enzymes , but
no side effects were observed.


